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小
型
家
電

Ｏ
Ａ
機
器

処
理
能
力
.
倍
に

イ
ボ
キ
ン
、選
別
ラ
イ
ン
一
新

大
型
破
砕
機

更
新
含
め

億
円
投
資

－

鉄
骨
需
要
量

％
減

年
間

万

割
れ
濃
厚

全
ス
連

Ｃ
Ｏ
の
化
学
品
原
料
活
用

実
証
、第

段
階
へ

独
テ

セ
ン
ク
ル
プ

ト
ピ

工
業

Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
発
行

プ
ロ
バ
ス
ケ
チ

ム

ス
ポ
ン
サ

継
続

三
遠
ネ
オ
フ

ニ

ク
ス

綿半HD
「
わ
た
ぴ

バ
ス
」増
車

ラ
ピ
ン
グ
で
企
業
周
知

全
日
本
テ
ニ
ス

男
女
と
も
優
勝

橋
本
総
業
H
D

―

月
業
績

販
売
量

％
減

通
期
純
利
益

黒
字
見
込
む

ア
マ
テ
イ

張
・
東
国
製
鋼

副
会
長
が
受
賞

韓
国
金
属・材
料
学
会

金
属
製
品

％
減
収

事
人

織
組
と

理
事
長
に
森
岡
氏

下
水
道
事
業
団了

終
得
取
株
社
自

況
状
得
取
株
社
自

総
合
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
展
開
す
る
イ
ボ
キ
ン（
本
社

兵
庫
県
た
つ
の
市
、

高
橋
克
実
社
長
）
は
、
小
型
家
電
や
Ｏ
Ａ
機
器
と
い

た
鉄
や
非
鉄
、
プ
ラ
ス

チ

ク
な
ど
の
素
材
が
複
合
し
て
い
る
産
業
廃
棄
物
の
処
理
能
力
を
従
来
の
約

・

倍
に
引
き
上
げ
る
。
本
社
工
場
で
昨
年

月
に
大
型
破
砕
機
を
更
新
し

た
の
に
続
き
、
破
砕
処
理
の
後
工
程
と
な
る
選
別
ラ
イ
ン
を
一
新
。
総
工
費
は

大
型
破
砕
機
を
含
め
、
約

億
円
を
投
じ
た
。
選
別
精
度
を
さ
ら
に
高
め
、
処

理
後
の
再
生
資
源
の
付
加
価
値
向
上
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。

本
社
工
場
は
産
業
廃
棄

物
処
理
の
主
力
拠
点
で
、

小
型
家
電
を
中
心
と
し
た

電
子
機
器
や
機
械
類
な

ど
、
金
属
を
多
く
含
む
産

業
廃
棄
物
を
適
正
に
処
理

し
よ
う
と
す
る
国
内
ニ

ズ
の
高
ま
り
に
対
応
す

る
。
中
国
が

年

末
で
鉄
や
非
鉄
金
属
が
複

合
す
る
い
わ
ゆ
る
「
雑
品

ス
ク
ラ

プ
」
の
よ
う
な

処
理
困
難
物
の
輸
入
を
禁

止
し
た
こ
と
も
国
内
処
理

が
増
え
て
い
る
背
景
に
あ

る
と
い
う
。

選
別
ラ
イ
ン
は
近
畿
工

業
が
設
計
等
を
手
掛
け
、

破
砕
工
程
後
の
鉄
を
回
収

す
る
磁
力
選
別
機
や
ふ
る

い
機
、
ア
ル
ミ
選
別
機
の

ほ
か
、
ト
ム
ラ
ソ

テ

ン
グ
製
の
最
新
鋭
の
光
学

選
別
機「
フ

イ
ン
ダ

」

を
導
入
し
た
。
下
工
程
に

あ
た
る
選
別
の
処
理
能
力

の
増
強
に
加
え
、
素
材
ご

と
の
選
別
精
度
を
高
め
る

こ
と
が
狙
い
。

月
か
ら
本
格
稼
働
を

開
始
す
る
予
定
で
、
昨
年

の
設
備
更
新
で
導
入
し
た

近
畿
工
業
製
の
破
砕
機
と

合
わ
せ
、
処
理
能
力
は
従

来
の
約

・

倍
と
な
る

月
間

を
見
込

む
。
主
力
事
業
の
一
つ
、

解
体
事
業
か
ら
発
生
す
る

設
備
機
器
類
の
処
理
を

行
う
「
ワ
ン
ス
ト

プ
サ

ビ
ス
」
の
強
化
も
目
指

す
。イ

ボ
キ
ン
は

年
に
設
立
し
、
鉄
・
非
鉄

ス
ク
ラ

プ
の
加
工
処
理

・
販
売
を
手
掛
け
る
金
属

事
業
の
ほ
か
、
産
業
廃
棄

物
の
収
集
運
搬
や
中
間
処

理
、
最
終
処
分
を
行
う
環

境
事
業
、
解
体
事
業
な
ど

を
展
開
す
る
。
事
業
拠
点

は
本
社
工
場
、
龍
野
工
場

（
兵
庫
県
た
つ
の
市
）、阪

神
事
業
所
（
兵
庫
県
尼
崎

市
）、Ｐ
Ｍ
Ｒ
工
場
（
兵
庫

県
た
つ
の
市
）、最
終
処
分

場
（
同
）、東
京
支
店
（
千

代
田
区
）、福
島
支
店
（
福

島
県
富
岡
町
）。年

月
に
は

東
京
証
券
取
引
所
ジ

ス

ダ

ク
に
新
規
上
場
を
果

た
し
、
そ
の
後
の
投
資
計

画
の
一
環
と
し
て
産
廃
処

理
能
力
の
向
上
を
図

て

き
た
。
今
後
は
処
理
能
力

の
増
強
に
伴

て
電
子
機

器
類
の
集
荷
を
拡
大
す
る

と
と
も
に
、「
事
業
を
通
じ

て
『
持
続
可
能
な
開
発
目

標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）』の
達
成

に
貢
献
し
た
い
」（
同
社
）

と
し
て
い
る
。

年
度
上
期
の

全
国
の
推
定
鉄
骨
需
要
量

は
、
前
年
同
期
比

・

％
減
の

万

と
な

た
。
端
境
期
入
り
し
た

年
度
下
期
と
比
べ

・

％
増
加
し
た
が
、
例
年

上
期
は
下
期
と
比
較
し
数

パ

セ
ン
ト
か
ら

桁
パ

セ
ン
ト
ア

プ
す
る
。

上
期
ベ

ス
で
は
直
近
ピ

ク
だ

た

年
度
（

万

）
と
比
べ

％

以
上
落
ち
込
ん
で
お
り
、

端
境
期
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
が
重
な

た
と
み
ら
れ
る
。

年
度
上
期
を
境
に
、

年
度
上
期

万

、

年
度
上
期
は

万

と
年
々
減
少
傾
向

を
た
ど

て
お
り
、
特
に

今
年
度
上
期
は
コ
ロ
ナ
禍

が
加
わ

た
。
す
で
に
下

期
入
り
し
て
い
る
が
、
年

間

万

割
れ
が
濃

厚
に
な

て
お
り
、
鉄
骨

需
要
は
厳
し
さ
が
う
か
が

え
る
。

需
要
地
の
関
東
も
同
様

に
落
ち
込
む
。
関
東
地
区

の
上
期
の
需
要
量
は

・

％
減
の

万

だ

た
。
上
期
ベ

ス
で

年

ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
。
直
近

ピ

ク
は
全
国
と
同
じ
く

年
度
上
期
（

万

）

で
、

％
以
上
落
ち
込
ん

だ
計
算
に
な
る
。

中
小
鉄
骨
造
（
着
工
床

面
積

平
方

未

満
）
の
上
期
の
需
要
量
は

・

％
減
の

万

。
上
期
ベ

ス
で

年

連
続
の
マ
イ
ナ
ス
。
直
近

ピ

ク
だ

た

年
度
上

期
（

万

）
と
比

べ

％
減
少
し
た
。

ま
た
、

月
単
月
の
全

国
の
推
定
鉄
骨
需
要
量

は
、
前
年
同
月
比

・

％
減
の

万

と
な

た
。
う
ち
、
関
東
地
区
の

需
要
量
は

・

％
増
の

万

、
中
小
鉄
骨
造
の

需
要
量
は

・

％
減
の

万

だ

た
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
に
よ
る
三
協

則
武
鋼
業
（
堺
市
西
区
）
へ

の
出
資
は
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
グ
ル

プ
の
商
社
系
・
独
立
系
の
垣

根
を
越
え
た
コ
イ
ル
セ
ン
タ

（
Ｃ
Ｃ
）
ハ
イ
ブ
リ

ド

協
業

第

弾
と
も
言
え
る

取
り
組
み
で
あ
り
、
関
西
地

区
Ｊ
Ｆ
Ｅ
系
熱
延
Ｃ
Ｃ
・
多

角
的
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
が
予
想

さ
れ
る
新
展
開
。
小
野
建
グ

ル

プ
と
の
連
携
と
い
う
点

で
も
注
目
度
が
高
い
。

Ｊ
商
は

月
に
、
新
潟
地

区
に
お
い
て
藤
田
金
屬
と
新

潟
ス
チ

ル
と
の

社
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
を
発
表
し
た
と
こ

ろ
。
独
立
系
の
藤
田
金
屬
と

Ｊ
商
子
会
社
の
新
潟
ス
チ

ル
と
の
間
で
Ｃ
Ｃ
事
業
に
関

す
る
加
工
の
一
部
相
互
移
管

を
行
う
こ
と
と
な

た
。

新
潟
地
区
に
続
く
形
と
な

た
今
回
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

で
Ｊ
商
は
、
三
協
則
武
鋼
業

を
含
む
熱
延
鋼
板
加
工
メ
イ

ン
の
関
西
Ｊ
Ｆ
Ｅ
系
Ｃ
Ｃ
に

お
い
て
、
相
互
の
加
工
機
能

連
携
を
進
め
、
競
争
力
を
高

め
て
い
く
目
的
が
あ
る
。
最

適
生
産
体
制
を
目
指
し
機

能
、
顧
客
サ

ビ
ス
の
向
上

を
図
り
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
材
の
販
売

を
強
化
す
る
考
え
。

三
協
則
武
鋼
業
は
、
小
野

建
の
グ
ル

プ
会
社
。
鉄
鋼

商
社
大
手
で
全
国
的
に
ネ

ト
ワ

ク
を
持
つ
小
野
建

は
、
同
社
を
関
西
を
中
心
と

し
た
Ｃ
Ｃ
事
業
の
中
核
会
社

と
位
置
付
け
て
お
り
、
主
要

仕
入
れ
先
と
し
て
Ｊ
Ｆ
Ｅ
グ

ル

プ
と
の
関
係
を
深
め
て

き
た
。

小
野
建
と
し
て
は
、
取
引

関
係
の
さ
ら
な
る
強
化
の
観

点
か
ら
株
式
の
一
部
売
却
を

実
施
し
、
相

互
の
流
通
販

売
網
を
生
か

し
た
鋼
板
加

工
事
業
の
拡

大
を
図
る
方

針
。
三
協
則

武
鋼
業
は
引

き
続
き
小
野

建
の
連
結
子

会
社
に
該
当

す
る
。

三
協
則
武

鋼
業
は
、
歴

史
的
に
は

年
に
独
立
系
レ
ベ
ラ

Ｃ
Ｃ

社
が
経
営
統
合

し
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
発
足
前
の
旧

社
時
代
か
ら
、
熱
延
・
酸
洗

な
ど
薄
板
の
加
工
を
長
年
担

て
き
た
。
小
野
建
の
子
会

社
と
な

た
後
、
国
内
Ｃ
Ｃ

で
は
数
少
な
い
新
設
備
を
伴

う
全
面
移
転
を
実
施
。
レ
ベ

ラ

・
シ

の
同
一
立
地

に
よ
る
一
貫
加
工
と
新
鋭
工

場
の
生
産
・
物
流
機
能
を
強

み
に
顧
客
基
盤
を
築
い
て
い

る
。関

西
の
Ｊ
Ｆ
Ｅ
系
熱
延
Ｃ

Ｃ
は
三
協
則
武
鋼
業
の
ほ
か

有
力
企
業
が
複
数
あ
り
、
連

携
の
プ
レ

ヤ

と
協
業
の

選
択
肢
は
広
が
る
と
予
想
さ

れ
る
。
Ｊ
商
は
直
系
中
核
薄

板
Ｃ
Ｃ
と
し
て
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事

甲
南
ス
チ

ル
セ
ン
タ

（
神
戸
市
東
灘
区
）を
持
ち
、

近
江
産
業（
大
阪
市
大
正
区
）

に
対
し
て
、
阪
和
興
業
と
と

も
に
出
資
し
共
同
運
営
体
制

を
取

て
い
る
。

独
立
系
の
大
阪
鋼
圧
（
大

正
区
）
も
Ｊ
商
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
と

の
取
引
関
係
が
深
い
。
厚
物

ス
リ

ト
を
は
じ
め
熱
延
材

加
工
で
強
み
を
発
揮
す
る
と

と
も
に
、
大
型
レ
ベ
ラ

を

老
朽
更
新
す
る
設
備
投
資
計

画
が
始
動
し
た
と
こ
ろ
。

装
置
産
業
で
あ
る
Ｃ
Ｃ
の

中
で
も
、
熱
延
系
は
コ
イ
ル

加
工
板
厚
・
重
量
の
大
き
さ

に
比
例
し
て
設
備
の
維
持
更

新
費
用
が
数
十
億
円
単
位
ま

で
か
さ
む
こ
と
か
ら
、
投
資

回
収
の
見
極
め
に
頭
を
悩
ま

せ
る
企
業
は
多
い
。
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
加
え
な
が
ら
設
置

年
、

年
以
上
経
過
し
た

設
備
も
あ
り
、
品
質
・
納
期

・
ロ

ト
な
ど
顧
客
ニ

ズ

へ
の
対
応
は
、
追
加
投
資
で

き
ず
現
有
戦
力
の
ま
ま
で
は

年
々
難
し
く
な
る
。

先
々
縮
小
を
避
け
ら
れ
な

い
薄
板
内
需
に
加
え
、
今
年

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

で
起
こ
る
変
化
の
ス
ピ

ド
、
将
来
予
測
の
難
し
さ
を

Ｃ
Ｃ
経
営
者
は
強
く
意
識
す

る
。
関
西
も
主
力
メ

カ

や
商
社
系
・
独
立
系
を
問
わ

ず
、
他
社
と
の
協
業
は
有
効

な
手
段
で
、
そ
の
必
要
性
は

高
ま
る
と
多
く
が
感
じ
て
い

る
。一

方
で
自
社
や
顧
客
の
事

情
同
士
が
絡
み
、「
各
論
」
の

落
と
し
込
み
で
は
結
実
に
時

間
が
か
か
る
、あ
る
い
は「
仕

切
り
役
が
必
要
」
と
の
見
方

も
あ

た
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
系
関
西
・
熱
延
Ｃ

Ｃ
で
の
新
た
な
取
り
組
み

が
、
互
い
の
顧
客
基
盤
を
踏

ま
え
た
複
線
的
な
協
業
や
加

工
の
連
携
、
さ
ら
に
設
備
再

編
を
含
め
た
具
体
策
へ
と
発

展
す
る
の
か
、
競
争
力
の
維

持
向
上
と
将
来
展
望
の
課
題

に
向
き
合
う
業
界
各
社
は
関

心
を
寄
せ
て
い
る
。

（
戸
次

達
也
）

全
国
ス
テ
ン
レ
ス
流
通

協
会
連
合
会
は
、
全
国
ス

テ
ン
レ
ス
コ
イ
ル
セ
ン
タ

工
業
会
（
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ａ
）、

全
国
ス
テ
ン
レ
ス
厚
板
シ

ヤ
リ
ン
グ
工
業
会
（
Ａ
Ｎ

Ｓ
会
）、商
社
・
量
販
店
の

統
計
を
ま
と
め
た

月
の

全
国
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板
統

計
を
発
表
し
た
。
販
売
量

の
合
計
は
前
年
同
月
比

・

％
減
の

万

、
在
庫
量
は
前
月
比

・

％
減
の

万

だ

た
。
販
売
量
は

月
以
来

カ
月
ぶ
り
に

万

台
ま
で
回
復
し
、

在
庫
量
は

月
以
来

カ

月
ぶ
り
に

万

を
割
り

込
ん
だ
。

販
売
量
の
内
訳
は
、
ニ

ケ
ル
系
が
前
年
同
月
比

・

％
減
の

万

、
ク
ロ
ム
系
が
同

・

％
減
の

万

、
マ
ン
ガ
ン
系
は

割
減
の

だ

た
。

ニ

ケ
ル
系
冷
延
品
は
同

・

％
減
の

万

。
ク
ロ
ム
系
冷
延

品
は
同

・

％
減
の

万

。

在
庫
量
は
ニ

ケ
ル
が

前
月
比

・

％
減
の

万

、
ク
ロ
ム

系
は
同

・

％
減
の

万

、
マ
ン
ガ

ン
系
は
同

・

％
減
の

だ

た
。
ニ

ケ
ル
系
冷
延
品
は
同

・

％
減
の

万

。
ク
ロ
ム
系
冷
延
品
は

同

・

％
減
の

万

。

独
鉄
鋼
大
手
の
テ

セ
ン
ク
ル

プ
は

日
、

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
）

を
化
学
品
の
原
料
と
し
て

活
用
す
る
実
証
の
第

段

階
が
完
了
し
た
と
発
表
し

た
。
独
ド

イ
ス
ブ
ル
ク

製
鉄
所
の
実
証
で
技
術
的

な
実
現
可
能
性
と
商
業
的

な
可
能
性
を
確
認
し
た
。

独
連
邦
政
府
の
資
金

万

（

億
円
）
を

受
け
、
適
用
範
囲
拡
大
、

実
用
化
に
向
け
た
実
証
の

第

段
階
に
進
む
。

製
鉄
所
の
副
生
ガ
ス
に

含
ま
れ
る
炭
素
を
化
学
品

原
料
に
転
換
す
る
、
カ

ボ
ン

ケ
ム
と
し
て
技
術

開
発
し
て
い
る
。
連
邦
政

府
の
資
金

万

超
を
受
け
て
、

年
に
第

段
階
の
実
証

を
開
始
し
た
。

年

月

に
は
試
験
設
備
を
稼
働

し
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
メ
タ

ノ

ル
、
燃
料
類
を
生
産

し
た
。

開
発
計
画
で
は
副
生
ガ

ス
の
Ｃ
Ｏ
に
加
え
、
水

素
を
使
う
。
高
電
圧
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

電
力

で

の
ア
ル
カ
リ
水

電
解
槽
の
動
作
を
確
認
。

将
来
の
炭
素
中
立
操
業
に

必
要
な
技
術
を
確
認
し

た
。第

段
階
で
は
製
鉄
工

程
と
化
学
合
成
の
間
の
長

期
安
定
的
な
や
り
と
り
を

実
証
す
る
。
業
界
を
ま
た

ぐ
技
術
の
適
用
に
向
け
て

規
模
拡
大
の
可
能
性
も
実

証
す
る
。
鉄
鋼
以
外
へ
の

業
界
へ
の
適
用
も
目
指

し
、
Ｃ
Ｏ
源
と
し
て
セ

メ
ン
ト
や
石
灰
メ

カ

、
廃
棄
物
焼
却
工
場
を

開
発
計
画
に
取
り
込
む
。

ト
ピ

工
業
は
、
グ
ル

プ
の
取
り
組
み
を
ま
と

め
た
統
合
型
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告

書
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｙ

Ｒ
ｅ
ｐ

ｏ
ｒ
ｔ

」
の
発

行
を
発
表
し
た
。

ト
ピ

工
業
グ
ル

プ

の
取
り
組
み
を
「
価
値
創

造
」「
成
長
戦
略
」「
ビ
ジ
ネ

ス
」「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

」「
コ

ポ
レ

ト
デ

タ
」
の
全

章
に
分
け
て

紹
介
。
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

や
中
期
経
営
計
画
、
グ
ロ

バ
ル
展
開
や
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
社
会
へ
の
貢
献
な

ど
、
す
べ
て
の
ス
テ

ク

ホ
ル
ダ

に
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に

作
成
し
た
。
報
告
書
の
発

行
は
今
回
で

回
目
。

報
告
書
は
、
ホ

ム
ペ

ジ
（https

://w
w

w
.topy.co.jp/ja/

）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ド
が
可

能
。

エ
ン
ビ
プ
ロ
・
ホ

ル
デ

ン
グ
ス
は
、

日
、
グ
ル

プ
企
業
の
エ
コ
ネ
コ
ル

（
本
社

静
岡
県
富
士
宮
市
、

佐
野
文
勝
社
長
）
が
今
年

月
に
航
空
機
の
解
体
・
リ
サ

イ
ク
ル
を
実
施
し
た
際
の
映

像
を
ホ

ム
ペ

ジ
上
に
ア

プ
し
た
。
国
内
で
の
航
空

機
の
解
体
事
例
は
ま
だ
少
な

く
、
貴
重
な
資
料
映
像
に
な

る
。機

首
部
分
を
展
示
用
リ
ユ

ス
と
し
て
切
り
離
し
、
残

た
機
体
を
重
機
で
車
両
積

載
サ
イ
ズ
に
加
工
。
本
社
工

場
の
大
型
シ

レ

ダ

ラ

イ
ン
で
再
資
源
化
し
た
。

エ
ン
ビ
プ
ロ
グ
ル

プ

は
、
昨
年

月
に
日
本
国
政

府
専
用
機
「
ボ

イ
ン
グ

―

」
を

機
購

入
し
て
海
外
に
販
売
し
た
こ

と
を
契
機
に
航
空
機
の
リ
ユ

ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り

組
み
を
開
始
。
近
年
、
新
機

種
の
導
入
な
ど
の
影
響
で
航

空
機
の
更
新
件
数
が
増
え
、

航
空
機
リ
ユ

ス
・
リ
サ
イ

ク
ル
が
世
界
的
に
注
目
さ
れ

て
い
る
が
、
国
内
で
の
解
体

事
例
は
ま
だ
少
な
く
、
一
度

機
体
を
海
外
に
輸
送
し
て
現

地
で
解
体
す
る
こ
と
が
多
い

と
い
う
。

航
空
機
の
リ
サ
イ
ク
ル
・

リ
ユ

ス
に
は
、
機
体
を
機

体
と
し
て
再
利
用
す
る
方

法
、
解
体
し
て
部
品
と
し
て

再
利
用
す
る
方
法
、
全
て
解

体
し
て
素
材
ご
と
に
再
資
源

化
す
る
方
法
な
ど
が
あ
り
、

取
引
先
の
意
向
・
機
体
の
状

態
・
市
場
ニ

ズ
に
よ

て

選
択
さ
れ
る
。

ト
ピ

工
業
は
、
プ
ロ

バ
ス
ケ

ト
ボ

ル
ク
ラ

ブ
「
三
遠
ネ
オ
フ

ニ

ク
ス
」
と

オ
フ

シ

ル
ス

ポ
ン
サ

契
約
を

締
結
し
た
と
発
表

し
た
。

三
遠
ネ
オ
フ

ニ

ク
ス
は
、
愛

知
県
豊
橋
市
が
ホ

ム
タ
ウ
ン
の
プ

ロ
バ
ス
ケ

ト
ボ

ル
リ

グ
（
Ｂ

・
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｅ
）
所
属

の
チ

ム
。「
三
遠
地
域
を

笑
顔
で
活
力
あ
る
街

に
！
」
と
い
う
経
営
理
念

に
基
づ
い
て
リ

グ
に
参

戦
し
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

や
行
事
へ
参
加
し
て
い

る
。
ト
ピ

工
業
は
こ
の

理
念
に
賛
同
し
、
ス
ポ
ン

サ

契
約
の
継
続
を
決
定

し
た
。
ス
ポ
ン
サ

契
約

は

シ

ズ
ン
目
。

ア
ウ

戦

試
合
で

着
用
す
る
ユ
ニ
フ

ム

の
背
中
に
「
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｙ
」

の
ロ
ゴ
が
掲
出
さ
れ
る
。

年

月

日
、

日
に
は
、
ト
ピ

工
業

の
冠
試
合
が
豊
橋
市
総
合

体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
。

綿
半
ホ

ル
デ

ン
グ

ス
は

日
、
東
京
都
と
山

梨
県
を
つ
な
ぐ
高
速
バ
ス

「
わ
た
ぴ

ラ

ピ
ン
グ

バ
ス
」

写
真

の
運
行

を
開
始
し
た
と
発
表
し

た
。
東
京
・
新
宿
と
山
梨

・
河
口
湖
を
走
る
高
速
バ

ス
を
対
象
と
し
、
同
日
か

ら
運
行
を
始
め
た
。

既
に
東
京
か
ら
長
野
向

け
で

台
の
ラ

ピ
ン
グ

バ
ス
が
運
行
し
て
い
る

が
、
長
野
県
外
に
小
売
事

業
の
店
舗
網
が
広
が
る
中

で
、
よ
り
多
く
の
人
に
綿

半
グ
ル

プ
を
周
知
す
る

た
め
に
ラ

ピ
ン
グ
広
告

を
新
た
に
施
し
た
。
運
行

会
社
は
富
士
急
バ
ス
。
綿

半
グ
ル

プ
の
マ
ス
コ

ト
キ

ラ
ク
タ

・
わ
た

ぴ

を
描
い
て
い
る
。

橋
本
総
業
ホ

ル
デ

ン
グ
ス
は

日
、「
三
菱
全

日
本
テ
ニ
ス
選
手
権

t
h
」
に
出
場
し
た
所
属

プ
ロ
選
手
が
男
女
シ
ン
グ

ル
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
初
優
勝

し
、
本
社
で
優
勝
報
告
会

を
開
催
し
た
。
中
川
直
樹

選
手
（

）、秋
田
史
帆
選

手
（

）
が
出
席
し
、
杉

山
記
一
テ
ニ
ス
部
監
督
が

同
席
し
た
。

中
川
選
手
は
「

度
目

の
出
場
で
優
勝
で
き
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
柏
市
で
練

習
環
境
を
つ
く

て
い
た

だ
き
感
謝
し
て
い
る
。
次

は
Ａ
Ｔ
Ｐ
チ

レ
ン
ジ

大
会
に
出
場
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
」
と
話

し
た
。

秋
田
選
手
は
「

度
目

の
決
勝
で
や

と
勝
て

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
ト
レ

ニ
ン
グ
を
継
続
で
き
た

こ
と
が
良
か

た
」
と
し

「
次
は
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム

に
出
場
し
た
い
」
と
目
標

を
語

た
。

同
席
し
た
橋
本
政
昭
社

長
は
「

人
と
も
良
く
頑

張

た
。
次
は
来
月
か
ら

始
ま
る
リ

グ
戦
の
団
体

連
覇
」と
目
標
を
定
め
た
。

サ
ン
ユ
ウ

コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
工
場
の
一
時
稼
働

停
止
な
ど
か
ら
販
売
数
量

は
前
年
同
期
比

・

％

減
の

万

。

み
が
き
棒
鋼
部
門
は
販
売

数
量
が

万

、
売
上
高
は
前
年
同
期

比

・

％

減
の

億
万

円
。
冷
間
圧

造
用
鋼
線
部

門
は
販
売
数

量
が

万
、

売
上
高
は
同

・

％
減

の

億万
円
と

な

た
。
未

定
だ

た
通

期
連
結
業
績
は
、
売
上
高

億
円
、
営
業
損
失

万
円
、
経
常
利

益

憶

万
円
、

純
損
失

万
円
と

し
た
。

ア
マ
テ
イ
は

日
、
未

定
と
し
て
い
た

年

―

月
期
お
よ
び
通

期
の
連
結
業
績
予
想
を
修

正
し
た
。
釘
、
ね
じ
需
要

が
減
少
す
る
中
、
グ
ル

プ
で
製
造
コ
ス
ト
の
削
減

を
徹
底
。

―

月
期
は

売
上
高

億

万

円
、
営
業
利
益

万

円
、
経
常
利
益
ゼ
ロ
、
純

損
失

万
円
で
前

年
同
期
比
減
収
減
益
、
通

期
は
売
上
高

億
円
、
営

業
利
益

万
円
、

経
常
利
益

万

円
、
純
利
益

万
円

で
前
期
比
減
収
、
純
利
益

は
黒
字
回
復
見
込
み
。

韓
国
の
東
国
製
鋼
は

日
、
張
世
郁
副
会
長
が
韓

国
金
属
・
材
料
学
会
の
秋

季
大
会
で
金
属
・
材
料
賞

を
受
賞
し
た
と
発
表
し

た
。
環
境
負
荷
を
低
減
し

た
エ
コ
ア

ク
電
炉
の
導

入
、
ス
ク
ラ

プ
溶
解
分

析
シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
を

通
じ
、
韓
国
の
金
属
材
料

関
連
の
産
業
、
技
術
に
対

す
る
功
績
が
認
め
ら
れ

た
。

日
の
授
賞
式
で
張

副
会
長
は
技
術
と
鉄
鋼
業

の
発
展
に
尽
く
す
考
え
を

示
し
た
。

ヤ
マ
シ
ナ

金
属
製
品

事
業
は
、
主
要
取
引
先
の

自
動
車
関
連
の
減
産
を
受

け
受
注
が
減
少
し
、
部
門

売
上
高
は
前
年
同
期
比

％
減
、
部
門
営
業
利
益
は

・
％
減
。電
線
・
ケ

ブ
ル
事
業
は
、
受
注
低
迷

の
中
、
経
費
削
減
と
受
注

確
保
に
努
め
、
部
門
売
上

高
は
・
％
減
、部
門
営

業
損
益
は
黒
字
回
復
し
た
。

山
九

（

月

日
付
）

【
組
織
改
正
】

一
、
長
期
戦
略
策
定
プ
ロ
ジ

ク
ト
班
を
新
設

【
人
事
異
動
】

（

月

日
付
）

▽
取
締
役
兼
常
務
執
行
役
員

経
営
企
画
担
当
兼
長
期
戦
略
策

定
プ
ロ
ジ

ク
ト
班
担
当
（
取

締
役
兼
常
務
執
行
役
員
経
営
企

画
担
当
）
結
城
俊
雄

▽
長
期
戦
略
策
定
プ
ロ
ジ

ク
ト
班
長
（
担
当
部
長
）
向
坂

和
敏日

本
下
水
道
事
業
団
は

日
付
で
、
新
理
事
長
に

元
国
交
省
水
管
理
・
国
土

保
全
局
下
水
道
部
長
の
森

岡
泰
裕
氏
を
選
任
し
た
と

発
表
し
た
。
辻
原
俊
博
理

事
長
は

任
期
満

了
に
伴

い
退
任

す
る
。

▽
大
和
工
業

万

株
、

億

万

円
（

月

―

日
）

▽
東
京
製
鉄

万

株
、

億

万

円
（

月

―

日
）

業績予想修正（連結）
上段は前回予想、下段が修正予想

売上高 営業利益 経常利益 純利益

― ― ― ―

― ― ― ―

配当は円、中段は前年同期、下段は通期予想）

売上高 営業利益 経常利益 純利益 配当
ヤマシナ

サンユウ

エコネコルが航空機解体

機体の内側から作業する様子

ホームページで映像公開

更新した選別ライン

張
・
東
国
製
鋼
副
会
長
㊨

切
断
さ
れ
た
航
空
機

三
遠
ネ
オ
フ
ニ
ク
ス
の

ユニ
フ

ム

ＪＦＥ商事、小野建グループ三協則武鋼業に出資

左
か
ら
中
川
選
手
、橋
本
社

長
、秋
田
選
手
、杉
山
監
督

ハ
イ
ブ
リ
ド
協
業
第

弾

森
岡
氏

大型レベラーが稼働する三協則武鋼業
（本社工場外観㊤、構内）
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